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Ⅰ 穂 首

第2次大戦前,日本統治下の台湾で発行されていた理事行政誌『理事の友』は,台湾

総督府の先住民族(高砂族)政策とそれに伴う土着文化の変貌過程を研究する上で欠か

せない重要な歴史資料であるが,その昭和9年(1934年) 8月号に, ｢パイワン族の結婚

改善｣と題した無署名の短報が掲載されている｡日本人行政官(当時の山地行政は警察

官の担当)が実施した行政指導の経過報告である｡見出しに､｢パイワン族｣とあるのは,

ブダイ,かヾラヤン,キヌランという村落名が挙げられている所からみて,現在通用す

る名称では主にルカイ民族のことと考えてよい｡戦前の行政上の民族分類では,ルカイ

は南隣の大勢力であるパイワンの1亜族という扱いであった｡本文によれば,ルカイ旧

来の楯姻慣行の中で改善を命令されたのは,例えば, (1)掠奪結婚の廃止, (2)仲人の権限

強化, (3)上限(現金換算で15円)を定めた結納品の抑制, (4榊社(ブダイ嗣)参拝およ

び三々九度盃の実施, (5)駐在所における祝宴の開催, (6)挙式当日からの夫婦同居の義務,

(7腺入婚に伴う一時的妻方居住の禁止,といった点であり,他方で, (8)花嫁･花婿双方
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の親族や友人が行う舞踊と酒宴, (9卜部にみられる婦人婚の慣例などについては,従来

通り随意にしてよい,と許可されているoそこには,住民管理の強化を進めようとする

統治行政の明確な意図はもとよりのこと;異俗への素朴な偏見馨停の戒め,支配者文

化の押しつけ,白文化との類似面の発見など,台湾先住民族に対して当時の日本人が示

した複雑な認識･態度の一味が具体的な事項の中に映し出されていて興味深い｡現時点

でみれば,これが植民地体制下における文化破壊の1記録であることはあまりにも明白

であろう｡しかし,同時にこの短い行政報告は,婚姻に関するルカイの旧慣,その顕著

な特徴を巧みに捉えているとも評価できる.日本人が抑制しようとした莫大な結納品(鰭

質)の贈与をはじめとして, ｢掠奪婚｣と誤解された儀礼行為,不確定な夫婦の楯後居住

などの諸慣行は,この社会の婚姻成立過程において嫁側と婿側双方の縁者間に生じる強

い緊張関係を示すものと考えられるからである｡

｢私たちの結婚はまるで喧嘩のようだ｣と,あるルカイの長老は言う｡直接には花嫁･

花婿の釣合いや婚資の多寡をめぐる激しい応酬,結楯式における過剰なほどの儀礼的演

出などを指してそう言い表したものであるが,その背後には,婚姻と,世襲首長を項点

にしたこの社食の階層的(-イアラーキかレ)な地位体系との深い結びつきが示唆され

ていると解すペきであろう｡よく知られている通り,ルカイと,隣接するパイワンの社

食では,首長と平民との区別が強調され,日常生活においてもつねに上下関係の秩序が

問題にされる.その地位体系の世襲的･制度的な側面を重視して,これらの社食はしば

しば｢身分(階層)社食｣と特徴づけられるほどである｡そのような社食構成との関連

で,人々は,結婚する男女の地位が同等か上下の差があるか,地位に相応しい財の交換

と儀礼的手続が適正に行われたか,といった事柄に敏感な反応を示すのであり,さらに

個々の場面では,できるだけ自分に有利な条件で縁組を取り結ぶために,さまざまな思

惑に基づく示威や駆引きを演じることになる｡ ｢喧嘩のようだ｣という形容は,そうした

婚姻と地位体系との不可分な関係から生じる紫蘇や喧騒,利害の衝突などを,やや誇張

して表現したものと言ってよいであろう｡

このルカイ,パイワン社食の婚姻と彼らの独特な階層制度との結びつきという問題は,

これまでにも多くの研琴で取り上げられて･きた[例えば,小島･小林1920,岡田1941,
衛1963,林1965,謝1966, 1967,席1983,山路1991など]｡しかし,それらの中で,ルカ

イ,パイワンの人々が婚姻に寄せる関心の大きさを十分に描き出したものは決して多く

はないように思われる｡婚姻の重要性は,ただこれらの社食の地位体系を構成する1つ

の側面というだけの意味にはとどまらない.山路[1991:231]が指摘するように｢身分

制社食の基礎は配偶者選択の過程にある｣のであり,誰とどのような手順で結婚するか

という問題は,地位-イアラーキーの維持･運用にとって機軸ともなる事柄なのである｡

本稿では,
,%のような認識に耳ってルカイ民族の婚姻慣行を記述し,′楯姻と,この社食

のハイアラーキかレな地位体系との相関性を分析していくことにしたい｡
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ⅠⅠルカイ民族-一過去と現在-

ルカイ(Rukai)は台湾の南部山地に住む少数民族の1集団で,人口はおよそ6千人｡

近年まで焼畑農耕と狩猟を中心にした生活を営み,隣接するパイワン(Paiwan)と並ん

で,各村落ごとに世襲の首長を戴く階層的な社食制度を発達させてきた｡ルカイの12の

主要村落は,大南群(タロマタTaromakが中心),陰寮群(コチャボガンKochapongan,

ブダイBudai,アデルAdelなどから構成),濁口群(トナKongadavanなど,いわゆる下

三社)に下位区分されるが,それらの3群では,相互に言語･文化の違いが小さくない

[図1,戦前の村落分布]｡
-

図1ルカイ民族の村落分布

このような整然としたルカイ民族の概観は,台湾の先住民族に言及した多くの人類学

の文献に見出されるものである｡そして,現在,ルカイの人々の大多数が,これと軌を

一にした1民族集団としての自覚を保持していることもまた疑いようがない.しかしな

がら,日本統治時代の研究史を播いてみると,過去においてこのルカイの民族分類上の

帰属は決して不動のものではなく,研究者側の琴識にも微妙な揺れのあったことがわか

る.彼らは初めパイワンの一部と合わせて｢ツアリセン族(Tsarisen)｣と呼ばれ,また,

その後も長い期間にわたって｢パイワン族｣という大きな分類の中に含められてきたの

であり,ルカイが学術上初めて独立した1民族の扱いになったのは,今からおよそ60年

前,有名な著作『台湾高砂族系統所属の研究』 [移川･宮本･馬淵1935]においてであっ
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た｡そのように民族分類が揺れ動いてきたのはほかでもない｡一方で近接する北部パイ

ワン(ブツルButsulの一部およびラヴァルRaval系統)諸村落との間に顕著な文化･社会

的特徴の類似性が認められながら,他方において今日3つの群に分けられた村落相互に

少なからず差異が見られるという複雑な事情が,明快な民族境界の設定を困難にしたの

である.さらに掴み所がないのは,人々自身が過去に保持していた主観的な同族意識の

あり方であろう｡もともと｢部落間の対立が著しく,種族意識の成立条件には恵まれな

い｣ [馬淵1954 : 7]という社食状態であった以上,限られた村落間の結合範囲を越えて,

彼らの間に広く同族としての一体感が育っていたとは考えにくい｡対立や同盟関係の変

転に応じて,自他を区別する認識はかなり波動的な様相を呈していたものと推定される｡

要するに,歴史を僅かに遡っただけでルカイという民族集団の輪郭はぼやけてしまうの

であり,現在みられる1民族としての自覚は,日本の植民地統治以来の歴史過程で,外

部者の民族分類が｢実体化｣されることを通して形成されてきたといっても過言でiまな
い｡

この民族集団の枠組に関する問題は,本稿の婚姻研究とも直接･間接に関係してくる｡

例えば,後述するように,ルカイの首長層はこれまで同格の配偶者を求めて,他村落は

もとより,パイワン,ときにはプユマ(Puyuma)とも盛んに通婚をしてきた｡では,逮

い過去におけるパイワンなどとの縁組を,今日の境界線を念頭において異民族間通婚と

呼ぶのは適切なのだろうか｡
′もし首長層の個々の婚梱が,勢力の拡張,防御,狩猟場の

確保といった政治的･経済的利害と深く結びついていたとするならば, 20世紀初めに確

立された日本の統治支配はそれらを歴史上の1時点でいわば凍結してしまったわけであ

り, ｢異民族間通婚｣といっても,その意味合いは日本人の到来以前と以後とでは大きく

変質したはずである.また,現在のルカイ居住地一帯の複雑に入り組んだ民族的･文化

的分布状態を考えた場合,婚梱慣行に関するルカイ固有の特徴は何か,という問いに対

しても,直裁に答えを出すことは難しい｡一方でパイワンとの親線性,他方でルカイ村

落間の差異性をどう整理して理解するかという先に述べた問題は,未解決のまま今日に

まで引き継がれているのである(1)｡本稿で取り上げるのは主にブダイの婚梱慣行であり,

必ずしもルカイ全体を対象にするわけではない｡ただし,ブダイの慣行は,少なくとも

同系統の村落であるコチャボガン,アデル等とは共通する面が大きいものと考えてよい

であろう｡

なお,ここでは原則としていわゆる民族誌的現在(etbnograpbicpresent)を,今60歳

以上の年齢層が実際に結婚式を挙げた時代に置いて記述を進めたい｡婚姻慣行の歴史的

変化については,最後の章で大枠だけを述べるつもりである｡

ⅠⅠⅠ生得的地位の体系

ルカイの各村落で,地位-イアラーキーの項点に立つのは世襲の首長である｡日本人

による山地支配が確立する今世紀初頭まで,それらの首長たちはそれぞれ自村落周囲の

土地に領有権を主張し,一般平民から責租を徴収するとともに,平民を保護する見返り
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に服従を求めるなど,優越した地位を誇る統治者として振舞っていたoそれが村落社会

を基盤にした小規模な権勢にすぎなかったにしても,台湾先住民族の中ではパイワンと

このルカイにだけ,権力の集中と世襲化を伴う首長国(chiefdom)への萌芽がみられた

ことは確かであろう｡

ルカイ自身はこの首長をタリアラライtalyalalai,平民をラ･カオカオルIa-kaokaol(la

は複数形)と呼び,ふつう両者の区別を強調することで生得的な地位の-イアラーキー

(上下関係)を説明する｡つまり,多数の平民層とその上に君臨する世襲の首長というの

が,この社食の地位体系について彼らが認識している基本図式だと言ってよいoしかし

他方で,タリアラライという語は,そのような地位の頂点に立つ首長個人だけではなく,

ある範囲にいる首長の近親者たちを幅広く指して使われることも多い｡ルカイに関する

研究文献で,この語が｢首長｣のほか,よく｢首長層｣ ｢貴族層｣などと翻訳されている

のはそのためである｡

ルカイの首長位が長男による世襲を原則とし,男子不在の場合に限って長女に継泉権

が認められることは,従来の研究でも繰り返し指摘されてきた｡実際にどこまで守られ

たかは別にしても,その長男優先の原則が,男女を問わず長子を後継者にするパイワン

の世襲法と大きく相違する点であることは間違いあるまい`2)oこの地位継承の問題は,育

長･平民の区別なくルカイの社食全般にみられる家族(ダアヌda'anu)の特質と関連づ

けて考えるべきであろう｡彼らの家族には,子供のうち長男1人だけを後継者(ウアッ

プuap,薬種子の意)に残すことで家系の超世代的存続を図ろうとする傾向が強く,首長

位の世襲は,そのような家系の連続性という航路で説明されることが多いからである｡

首長の家族に複数の男子がいれば,出生順の序列によって非後継者となる2男以下は結

婚後に別世帯を構え,タアギアギ(ta-Lqi-agi, agiは弟･妹)と呼ばれるようになるo

後継者である長男に対して1段低い地位に置かれた者,という意味であるoしかし,こ

のタアギアギもまたタリアラライ(首長)であることに変わりはない｡タリアラライの

語義には首長の後継者と非後継者との明確な範噂区分が含まれておらず,相互の地位･

格付けの差を表示する場合にだけ,出生順を強調して後者の方をタアギアギと呼ぶわけ

である(3).

タアギアギの家族では世代毎に同様の後継者･非後継者という分化を繰り返し,やが

て首長との系譜的距離が遠ざかるにつれて,その子孫の地位は次第に下降していかざる

をえない[図2]｡明確な基準こそないが,数代後には子孫たちの生得的地位は平民とほ

ぼ見分けがつかなくなり,首長との格式の差もまた歴然としてくる｡たとえ個々人がタ

リアラライを自称したところで,それが,実質的には平民と同じだという周囲からの認

定とは食い違ってくることも多いのである｡そのように地位体系の上で唾味な位置にお

かれる人々がこの社会では一定の比率を占めている○しばしば従来の研究で｢中間層｣

などと範噂化されてきたのがそれである[謝1967,許1986,山路1991]o同様にカオカオ

ル(平民)と呼ばれる人々の間でも,過去に首長の系藷を引く祖先がいたか,それとも

純粋の平民か,という点の評価次第で,微妙な地位･格付けの差異が生じてくる｡そこ
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でも,自称と他称とがズレを示す可能性はつねに存在しているわけである｡原理的に言

うと,ルカイの生得的地位体系(ascribedstatussystem)では,系譜上の出生序列に基

づいて最高位に立つ首長とその直系子孫の地位だけが唯一固定されており,それ以外の

者は･首長の傍系子孫であれ平民であれ,誰しも世代の経過とともに押し並べてその地

位を下降させていくことになるo視覚的には,要(かなめ)を上にして開いた肩の形を

想い浮かべればよいかもしれない｡

High Low

図2 生得的地位の下降

このような見方に立てば,今までの研究でよく用いられてきたルカイの｢社食階層制｣

という概念にも若干の註釈を加える必要が出てこよう｡階層制と言っても,そこではす

べての社食成員が,権利義務や利害関心を共通にした特定の階層に整然と帰属している

わけではない｡実際には階層上の地位が嘆味な人々もいれば,地位についての自称と他

称とが必ずしも一致しないという人々もいるoそれは山路[1991]がトナの報告で再三

強調した通りである｡したがって,ある村落を対象にして首長層と平民層の構成戸数を

何戸ずつと算出しても,その数値は決して厳密なものではない｡また,首長層(貴族層),

平民層のほかに｢中間層｣という範噂を挿入した分析枠組を設定したところで,それで

は,地位-イアラーキーに関する疲ら自身の観念をただ不完全に写し取ったことにし方､

なるまいoかつて未成[1973 : 65-66]はパイワンの類似した地位体系を,明確な境界を

もつ階層の制度ではなく, ｢無役の平民から大嶺日の直弟子孫に至る連続的な格付けの体

系｣と規定したが,その規定はおそらくルカイの場合にもそのまま当てはまるであろう｡

最高位の首長と最低位と′される一群の平民はとにかく∴両者にはさまれた部分では,請

個人の地位･格付捌こは程度の差こそあれ相対的な面がみとめられるのである｡タリア

ラライ,ラ･カオカオルという観念形態上の階層図式と,上下関係の入り組んだ現実の
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社食構成とが少なからず索敵していることは,ルカイ自身もまた十分に認識しているも

のと考えられる｡それだからこそ個々の対人関係において,彼らは相互に地位の高低,

格式の上下を大いに問題にするのである(4)0

ルカイの生得的地位体系を説明するのにおそらく最も有効なのは,ギアツ(夫妻)が

バリ島における貴族ダデイア(dadia)の分析に用いた｢地位沈降パターン(thesinking

statuspattern)｣のモデル,あるいはポリネシア研究でよく知られた｢ステイタス･リ

ネ-ジ(status lineage)｣の概念であろう[Geertz1980, Geertz and Geertz1975,

Goldman1970, Marcus1989など]｡バリ社会に見られるのは内婚を優先する共体的な男

系出自集団としてのダデイアであり,その点は,いかなる形態であれリネ-ジやラメ-

ジと呼ペるような集団が存在していないルカイ社会とは事情が異なる｡しかし,一方で

長男の長男を辿る本系(coreline)があって,その系統を現在代表している人物が最高

位とみなされ,他方で各世代の弟たちは傍系･分系(peripheral orcadetlines)を形成

し,その地位が｢時間の経過とともに着実かつ自動的に下降していく｣ [Geertz1980 : 30]

というダデイアのパターンに,ルカイの地位体系との著しい相同性ないしは並行性が認

められることは間違いあるまい｡ 2つの体系に共通しているのは,弟たちが分系という

だけの理由で長兄に対して低い地位に置かれる,という単純な原則である｡

以上,ルカイ社食の-イアラーキかレな地位体系をごく図式的･静態的に記述してき

た｡次に見方を変えて,この体系を現実の維持･運用という観点から検討してみたい｡

そこで考察の中心になるのは,婚姻,とくに配偶者選択の問題である｡

Ⅳ 戦略としての婚姻

1 婚姻と地位体系

ルカイ自身が最も望ましい婚姻の形式とみなすのは,地位-イアラーキーの上で等し

い男女を組合わせる,いわゆる同位婚(isogamy)である｡その結果,この社会では,同

格の配偶者を求ぬて｢平民層が主に村内婚を行う一方,より高い格式の貴族(首長)層

では,好んで村外婚を結ぶ傾向｣ [Lebar1975 : 131]が出てくる｡すなわち,各村落で多

数を占める平民はその地縁的な範囲内で,また首長とその近親者は居住する村落を越え

て,それぞれ地位相応の配偶者を選ぶことが,ルカイ社会の階層的秩序を再生産してい

く根本原則とされるわけである｡それに対して,相互の地位に歴然とした差がある平民

と首長ないし首長近親者との通婚には,一般にきわめて否定的な評価しか与えられない.

実際に生じないというより,生じてはならないというのが,大方の基本認識と言ってよ

いであろう.例えぼ男性首長と平民女性との組合わせは決して正式の婚姻とはみなされ
ず,かりに雨着の同棲が黙認されたとしても,生まれた子供にーは首長位を継承する資格

はないと言う｡日本時代の文献に｢野合婚｣ [小島･小林1920:47]と記述されているの

がそれである(5)｡また,平民男性が首長の近親女性と結婚するためには,･男性側はとても

負担できないほどの夢しい婚資を相手に譲渡する必要がある｡とくに首長層の占有物で

ある古壷,トンボ玉など,特定の貴重財を贈ることが不可欠の条件とされるので,この
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種の婚姻は事実上ほとんど起こりえない｡地位が著しく違う男女間の婚姻に設けられた

そのような高い障壁は,同位婚の選好こそが地位-イアラーキーを維持する前提になる

という原則が,この社食でいかに強調されているかを物語っている｡

しかし,実際に個々の配偶者選択の場面を見てみると,その同位婚の選好という観念

には多かれ少なかれ虚構的な側面のあることがわかるo先述したように,最高位の首長

と最低位とされる一群の平民を別にすれば,多くの人々にとって地位の高低,格付けの

上下は相対的なものでしかなく,しかも両親,祖父母など上位世代の婚姻関係まで考慮

した場合に, 1対の男女が同位であるか香かを判定する基準は必ずしも明瞭ではないか

らである｡配偶者の選択で重要なのは,釣合いのとれた同位婚によって自己の体面を保

持することと同時に,婚姻そのものを,世代の経過とともに下降していく生得的地位を

引き上げる契機として,最大限に活用することであろう｡そうした地位の上昇･浮上戦

略に最も積極的なのは,地位体系の上で唾味な位置におかれた者,とくにタアギアギと

呼ばれる人々およびその子孫たちである[笠原1988, 1990, 1992,山路1991]｡

もし地位の上昇を企てる男性が,誰の日にも明かなほど自分より高位の女性と結楯す

ることを望むならば,ある意味で事態はわかりやすい｡地位･格式の差を補填するに足

るだけの婚資や祝宴,儀礼的手続きが一方的に男性側に求められるからである｡男女の

立場が遭になると贈与や儀礼はずっと簡略化されるが,複雑な問題を惹き起こさないと

いう点では前者とあまり変わりはない｡しかし,現実の婚梱は,言うまでもなく大多数

が地位の近い男女間で結ばれるょそして,どの口述者も指摘するように,それこそが実

はこの社食で｢最も厄介な結婚｣なのである｡かりにタアギアギの子孫にあたる男性が,

自分と同位ないし多少高位と日される女性と結婚する場合を考えてみよう.彼とその親

族がめぐらす方策はきわめて複雑なものになるoまず一方で,彼らは相手の女性の高い

地位を称揚し,用意する婚資の種類や量によって敬意を可視的に表さなければならない｡

それが男性側の地位･格式を顕示し,相応しい結婚であることを周囲に印象づけること

にも繋がるからである.同時に他方で,その婚姻をできるだけ有利な条件で取り結ぶt'

いう思惑から,彼らは相手に対してさまざまな事柄を持ち出す.首長にまで辿られる自

分の系誇,過去における親兄弟の格式ある縁組,さらには個人的な名誉や日常の品行な

どである｡もちろん女性側もそれなりに別の対応で臨んでくるため,実際の交渉過程は

それぞれの思惑通りに進行するとは限らない｡また,楯姻当事者の地位や組合せ次第で,

練られるべき方策が一棟でか-ことは当然であろう｡そうした男側･女側の応酬は,双

方の利害関心のあり方によって,ときには著しい誇張や虚勢,相手側に対する攻撃的態

度などの駆引きを伴うこともある｡その最も極端な形は,意図的な破談という方法であ

ろう｡実例は少ないと言うが,成立寸前まで進んだ婚梱を何か適当とみなせる理由で拒

絶することは,たしかに自己の地位･格式の高さを誇示する1つの効果的な手段とも考

えられる｡ルカイの婚姻にそのような強い緊張関係が見られるのは,ハイアラーキかレ

な地位体系において,人々が自分の立場を少しでも有利な方向へ導く機会として婚姻に

重要な戦略的意義を認めているからにほかならない｡ ｢まるで喧嘩のようだ｣という先に
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紹介した1長老の言は,婚姻に関するそうした彼らの戦略的関心を一面から言い当てた

ものと思われる｡

以上の考察に基づいて2つの点を指摘することができよう｡第1に,ルカイ社会では

同位婚の選好と言っても,それは人々が釣合いのとれた配偶者の選択によって,地位体

系の中で安定した位置を確保するという保守的な意味にはとどまらない｡むしろ関心は,

明瞭なものであれ不明瞭であれ,自分と配偶者との間に横たわる地位･格式上の差異に

注がれる(6).おそらくオートナ-がポリネシア入の威信の体系について述べた次の1文は,

ルカイの場合にも大尉こおいて該当するであろう｡すなわち, ｢ポリネシア人が誰しも欲

するのは,最小限でも,出生による地位と威信を維持することであり,また最大限には,

地位を引き上げ,より威信を高めることである｣ [Ortner1981 : 366](7)｡第2に,前章で

述べた生得的地位の体系に関する静態的な図式は,この婚姻という要素を含めて考える

と,ずっと錯綜した不確定な様相を示してくる｡例えば,前掲の図2において, Blは首

長との系藷的距離の近さからDlより相対的に高位だと判断してよいが,もしBlが低位,

Dlが高位とみなされる女性とそれぞれ結婚したとすれば,両者およびその子孫の地位に

っいて,高低,上下の関係を一概に決めることは難しくなってこようoそこでは当事者

相互の評価や,当事者と周囲との評価に,少なからず食い違いの出てくることも予想で

きる｡地位のハイアラーキーは,配偶者選択の前提になると同時に,その結果にもなる

のである(8)ら

2 塘 資

ルカイ藷でサバアダンsaba'adanと呼ばれる婚資(bridewealth)は,結婚にあたり,男

側･女側双方の地位関係を表示する象徴物として人々の熱い視線を集める｡それを譲渡

するのはつねに男側,受領するのが女側であり,その点は嫁入婚･婿入婚の違いとは直

接かかわりがない｡婚資に選ばれる財物の種類と量は,結婚する男女の地位･格式によ

って大きく異なる.首長やそれに近い地位の看であれば,例えば古壷(カデロガンka-delong

-an),トンボ玉(シルsilu)の首飾り,貨幣状の研磨された貝殻付きの装飾品各種,刀(ラ
ボIabo)や,ある広さの土地ないし土地権など,その格式を表す多量の財が不可欠とされ

るが,平民の場合は,刀,斧,鍋,衣類,豚肉,酒など,道具類や食物,日用品が主体

で,質量ともにずっと簡素なも.のになる｡中でも貴重品とみなされる古壷やトンボ玉に

は,銘柄,紋様,名称などの違いによって個々に細かい等級があり,縁組の際には,結

楯相手の格付けに応じて最も相応しいと考えられる物品が譲渡されるわけである｡これ

らの婚資品目を見てすぐに気がつくのは,全体に外来品と鉄製品が多いことであろう｡

その入手経路についての詮索はとにかくとして[宮本1935,宮療1936などを参照],ルカ

イ自身が生産せず,量的にも限られたそれらの財物が,ここでは地位-イアラーキーの

高位者と主に結びつき,婚姻成立の重要な条件になっていることに注目しておきたい｡

このような婚資の品目や多寡は,当然にも結婿する男女の地位差によって個々に違っ

てくる｡総じて,男性の方が女性に対して上位に立つ場合には価値が低いとされる財物

を少量･少種だけ渡し,その道ならば評価の高い貴重品を多種･多量に揃える,と言っ
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てよいであろうo男性が自分よりかなり地位･格式の高い女性との結婚を望むと割こは,

トンボ玉や装飾品の中でも特別高価な物を用意しなければならない｡その譲渡品は,サ

キラマウsakiramauと呼ばれ, ｢自分の地位が低いと認めたことを示す財｣の意味である

と言うo男性はまず真っ先にそのサキラマウを女性側に示す｡もし女性側が不満ならば,

それだけで婚姻は成立しない｡地位の上昇戦略には高いコストがつき■ものであり,大局

的にみれば,この重い婚資の義務が上昇婚の頻出を防止･抑制するための装置として,

ハイアラーキかレな地位秩序を維持する機能を果たしていることは確かであろう｡しか

し,そうは言っても,個別の婚姻で譲渡されるペき婚資の品目と量に,ある決まった一

律の基準というものがあるわけではないoそれをどう取り決めるのかは,原則として当

事者間の協議･交渉に委ねられている｡したがって,結婚する男女双方の地位が高くな

ればなるほど,交渉の過程で,両者はそれぞれ自分の面子にかけて婚資の水準を釣り上

げていくことにもなる｡ときに彼ら自身の口から,首長層の婚資が華美にはしりすぎる

という批判が聞かれるのはそのためであるし,また本稿の冒頭で紹介したように,かづ

て日本人行政官から婚資(結納品)に関する干渉を受けたのも,背景となった事情は同

じだと推測することができる｡

ルカイ社食で,婚資が女性の損失に対する経済的補償としてより,むしろ婚姻当事者

双方の地位･格式を表示する象徴財として重要視されていることは,今までの記述から

明かであろう｡夫が妻方に同居する婦人楯であっても,つねに財物が男側から女側へ渡

されることを考えれば,その経済的価値をあまり強調することはできないのである(9)｡配

偶者を得るために,男性は自分の地位および相手の女性との地位差に相応しい婚資を譲

渡しなければならない｡と同時に,譲渡された婚資は,その男性の地位および配偶者と

の地位関係を社食全体に隠さず表示することになる｡立場を変えれば,同じことは婚資

を受領する女性の側についても言えるであろう｡だからこそ人々は婚資に大きな関心を

寄せるのであり,しばしばその種類や多寡をめぐって激しい応酬や駆引きを演じるので

あるoそれが最も端的に現れるのはパルルPa7ult呼ばれる婚資の品評･検分場面である

が,その点についてはまた後で述べることにしたい｡

3 塘鶴居住の方式

結婚した男女の居住方式(mode of postmarital residence)としてルカイ社会で一般
的なのは夫方居住(virilocal),つまり嫁入婚である｡女性は夫方へ引き移ってその家名

を名乗り(10),大の家族と同居しなければならないoただし,新夫婦には結婚後に1年ない

し2年間ほど妻方を生活の場とする期間があるので,正確には書方一夫方居住(ux｡ri_

virilocal),または当初的妻方居住(initialuxorilocal)と言うべきであろう｡この結楯

後の過渡的な期間は,ときには夫婦関係に不安定な要因を持ち込み,それが夫方･妻方

の親族間に不和や争いを引き起こすこともある｡かつて日本の官憲が改善を命令した慣

行の中に,一時的妻方居住の禁止という事項が含まれていたことを想起されたい.

しかし,そのような妻方一夫方居住は,あくまでも後継者である男子(原則として長

罪)が結婚したときの方式である｡非後継者の場合には,新夫婦はふつう短期間だけ妻
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方または夫方に身を寄せた後,独立して新しい所帯を構える｡妻万一新居居住(uxori-

neolocal)あるいは夫万一新居居住(viri-neolocal)である｡どちらの方式をとるのかは

村落ごと,家族ごとの事情によって異なる[小島･小林1920 : 107-108]｡

また,一部には初めから婿入婚,すなわち妻方居住(uxorilocal)を選ぶ男女もいる｡

これはルカイ語ではモアルグッmoalungutsuと呼ばれ男性にとっては屈辱的な結婚だと

言う者も多い｡この婿入婚が行われるのは,例えば地位の低い男性が上昇楯を望むとき

などであり,男性側はそれによって楯資の負担を軽減できる一方,女性の側にも夫方へ

の引き移りをせず,さらに自分の高い地位を誇れるという利点がある｡つまり,ルカイ

社食では嫁入婚の原則に対して,婿入婚を選択する余地(option)が多少とも認められて

いるのであり,選択に際しては,地位･格式の差異をめぐって男側と女側にそれぞれの

思惑も出てくる｡実際,ブダイでは,妻方居住の事例は,首長に近い女性の場合にとく

に目立つようである｡

4 村外姑

首長とその兄弟姉妹や近親者たちは,配偶者の選択において特別に威信と名誉を重ん

じる人々である｡その高い地位を維持するために,彼らが同格の結婚相手を求めて他村

港,ときにはパイワン,プユマなどとも頻繁に通婚することはよく知られている.日本

の続治支配が確立する前の時代まで,そうした村落間の通婚には政治的な同盟関係の創

出という明確な外交的機能が託されていたo統一的な政体を欠き,利害対立の著しかっ

た社食環境の中で,各村落を結びつける婚姻のネットワークは,状況に応じて変転する

政治勢力同士の関係を巧みに縫い上げていく針と糸であった｡例えば, ｢仇敵蕃社たる筈

のKinuran及びBudaiには,不思議にも婚姻関係がある｣ [移川･宮本･馬淵1935 : 244]

という一見したところ矛盾した事態などは,当時のルカイ社食ではありふれたものであ

ったろう｡
村外婚が結ばれる前提になるのは,言うまでもなく首長ないしその近い親族同士とい

う当事者の地位上の釣合いである.けれども,それを単純に同位婚といって片付けてし

まうのは適切ではない｡各村落とその首長にもそれぞれ微妙な格付けの上下が認められ

ているのであり,婚姻に際して執掬に問題にされるのは,実はそうした細かい相対差だ

からである｡首長の格式は,ふつう居住村落の由来,分派と移住の事実,権力の配分,

利害関係,過去における戦闘行為と名善など,さまざまな要素を総合して判断されるこ

とが多い｡例えば,あるブダイの口述者によれば,最も高い格式の首長はタロマク,コ

テャポガン,ダデル(Dadel),あるいはパイワ†のバグイン(Padain)といった古村落

において現に権勢をもつ着であると言う｡しかし,そのような評価は村落によって,ま

た時代によって異なり,決して不動のものではあるまい｡この社食ではつねに｢自村中

心主義の傾向が,村落間に共通する合意の形成を阻害している｣ [笠原1988 : 83]のであ

る｡結婚の当事者は個々の社食･政治状況を考慮した上で,自分の格式を誇示し,優越

した立場を導き出すのに最も相応しい配偶者を他村落に求める｡その場合に男側･女側

双方で,婚資や婚後居住の問題を含むさまざまな方策が練られ,相互に首長としての面
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子をかけた駆引きが行われることは当然であろう｡村外楯に戦略的側面が認められるの

は村内婚の場合と同様であり,当事者が配偶者の選択に寄せる関心の大きさはそれ以上

だと考えられる｡

村外婚に関してもう1つ見逃せないのは異民族間通婚の問題である.ルカイという民

族の外枠が出来上がってきた日本続拍時代より前に,人々はどこまでの村落との通婚を

同族内の配偶関係とみなしていたのだろうか｡今となっては不明な事柄があまりにも多

い｡例えば,ブダイの口述看たちは,現在ではルカイに含まれる濁口群3村落(いわゆ

る下三社)の中で,トナKongadavan,マガTorulukanの2村落との間には過去における

通婚関係を漠然と記憶しているが,もう1つのマンタウランOponubuについては,たん

に無関係ないし敵対関係にあったとしか考えていない｡また,日本時代の『高砂族調査

書』 [1938]の中で,各村幕別に細かく記載されている｢血縁関係(すなわち通婚関係)

に依り親和関係を有する他社｣ ｢仇敵関係にある他社｣のリストを見ても,当時の村落聞

の関係はきわめて錯綜していて,今日よく知られている民族境界を基準にしたのではお

よそ理解できない複雑さであることがわかる｡ ｢異民族間遺贈｣と記述されている村外婚

のあり方に,首長の地位や格式という問題だけではなく,ルカイの民族形成や,その文

化･伝統･歴史を理解するための重要な手懸かりがあることは確かであろう｡改めてエ

スノ･ヒストリー研究の視角から十分な検討を要するように思われる｡

Ⅴ 婚姻の成立過程と夫婦関係

ルカイ社食における婚姻の成立過程と結婚後の夫婦関係のあり方については,これま

でにも多くの研究で言及されてきた[小島･小林1920,佐山1920,増田1942,林1965,

謝1967,石1976,許1986,山路1991]｡したがって,ここではそれらの要点だけを簡潔に

述べていくことにしたい｡記述の中心になるのは,さまざまな場面での男側(夫側)と

女側(妻側)との遣取りという点である｡

1 婚前の男女関係

青年期に達した未婚男女の交遊には,全般に強い社会的規制がみられる｡例えば, 2

人だけで行動したり,人前で摂れ慣れしく振舞うことは許されないo女性の場合には脚

部を露にすること,男性のいる所で笑って白い歯を見せることもまた好ましくないとさ

れる｡しかし,そうした規制にもかかわらず,この社食で婚前の男女が探い間柄になる

ことは決して珍･しくないと言われ,とくに男性の方には自分の女性関係を誇りにする気

風さえ見受けられる.肉体的交渉が発覚したときには,非難こそされるが,それが特別

な処罰の対象になることはない｡未婚の男女に子供ができた場合でも,男性は,もし望

むならば,簡単な物品を贈与することで(シアララタSy-a-lalak)相手の女性とは結婚せ

ずにその子供だけを認知することができる[笠原1990 : 20, 1992 : 12]｡

また,性行動の規制に関しては,性差と地位差という要素もみとめられる｡概して男

性より女性,低位者より高佳肴に対して締め付桝ま強くなる傾向にあり,とくに首長や

その近親の娘であれば,行動を日頃から両親に厳しく監視される｡それは,将来彼女が
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他村落との通婚関係において果たすべき重要な役割を配慮してのことである｡

2 冶韓相手の選定

結鰭相手を選ぶ条件としては,これまでに述べてきた地位･格式のほかに,年齢,禁

婚範囲などが考慮される.まず,初婚年齢については,女性がおよそ18歳,男性は20歳

前後を適齢とみなす者が多い｡これは, 1938年(昭和13年)の統計にある｢女子平均19

歳3ヶ月,男子21歳2ヶ月｣ [増田1942:52]という年齢ともほぼ-敦している.また,近

親婚はふつう双方的(bilateral)に辿られる第2イトコまでが禁止される｡互いに,ラマ･

タカタカ(la-ma-taka-iaka, laは複数, maは相互性,由kaの語義は兄･姉)と指称し合

う関係と凡そ重なる範囲であり,その範囲の男女は結婚だけではなく,性的関係をもつ

ことも許されない｡ただし,第2イトコでも双方の父･祖父を通した関係でなければ結

婚が可能だと言う口述者もいるので,そこに多少の融通性は認められていることがわか

る.

結婚相手を選ぶときにどの程度まで当人たちの意志が尊重されるのかは,当然にも個々

のケースごとに異なる.傾向としては,地位の低い者ほど当人の意向が反映される度合

は大きく,地位が高い者はその度合が小さくなると言えよう｡平民の男女ならば,初め

に2人の合意で結婚することを決め,後で双方の親から承認を得るという方法をとって

も構わない｡それに対して,首長層に属すると自認する者の場合には,一般に結楯相手

の選択に両親の意志が強くはたらく｡格式や体面,婚資などに関する男側･女側それぞ

れの思惑がそこに結んでくるからであるo首長やその近親者が行う村外婚では,親･親

族の態度はさらに厳格なものとなり,当人の意向はほとんど入り込む余地を失ってしま

う｡他村落からブダイへ婚人してきた女性の中には,結婚式の当日まで夫となる男性の

顔を見たことがなかった,と語る者が少なくないほどである｡

3 婚賛をめぐる交渉

結婚する男女の組合せが決まってから,結婚式を経て夫婦関係が安定するまでの期間,

男側と女側の間にはいくつかの場面で激しい応酬が交わされる｡その際に主導権を握る

のは,どちらかと言うと女側であることが多い｡ある男性口述者によれば｢女の方が能

軌男の方は受動｣になりがちだと言う｡もちろん婚梱の形式によって,双方のとる態

度･行動は必ずしも一様ではないであろう.ここでは村内婚で,かつ大方居住の婚姻を

基準にして記述を進めたい｡

一連の協議の結果,結婚の合意が成り立つと,まず男の方では然るべき人物を仲人に
立てて,女側に薪,酒,粟餅など簡素な物品を届ける｡女側ではその訪問者を迎えて祝

宴を張るoこれをトゥアシアシ･ラガヌtuashm'-hqanuと言い,婚約に相当する儀礼であ

る.仲人はマルダンmandan (マルダンには長老という意味もある)と呼ばれ,ふつう

男性有力者に依頼するが,とくにその人物が年輩者である必要はなく,また親族関係の

有無も問われない.仲人に求められるのは男側と女側との折衝役であるoただし,トラ

ブルや破談の危機が起こったときに,それを調停･解決するほどの大きな権限は与えら

れていないo
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この儀礼と前後して,男側は塘資(サバアダン)を準備し始める.財物申調達に努め

るのは主に当人と両親であるが,親族たちもまたそれを援助することが多い.A

結婚相手に相応しいと思われるほどの財物が揃った段階で,男性の両親は女性の母親

や親族キちを自宅に招き,それらを陳列して品評を求めるo この場面が先にもふれたパ

ルルPwulである.パルルの場では,男側が婚資の豪華さを誇り,相手を圧倒するような

態度をとるのに対して,女側は,ただ黙って検分するだけで引きあげていく｡その代わ

り,女側では帰宅後に親族一同を呼び集めて財物の1つ1つを細かく吟味し,男側の出

方に厳しい評価を下すのである｡そこで協議されるのは婚資の品目と分量に対する不満

だけではない｡相手の地位･格式の低さ,当人の日頃の素行と評判,さらにはその祖先

が過去に起こした喧嘩や悪事など,男側を攻撃する材料になり-そうな事柄もまた次々に

持ち出される｡それらを直接･間接に男側へと伝え,婚資を上積みさせることがその狙

いである｡このような形で女側から出される婚資増加の要求は,相手の対応次第では何

度も執物に繰り返されること′にな､る｡それに対して男側は,いくら侮辱を受けても,女

側に面と向かって反撃することはしない｡一見従順そうな姿勢を取り続けるのが,この

交渉では最良の対処法とされているのである.もし交渉が深刻なトラブルへと発展すれ

ば,男側にも,例えば破談を相手側に匂わすなどの強行手段が残されており,実際に楯

姻がこの段階で不成立に終わってしまう例も少なくないと言う｡トラブルや破談が女側

にとっても同じく不利益とな阜ことは確かであろう｡よく人々が,駆引きにはそれなり

の技巧が必要だ,と語る所以である｡婚資をめぐるこのような応酬を,もちろん個々人

の物的な食欲さとみなすことは的外れであろう｡かつて小島･小林[1920:52]が指摘

したように,この社会で｢聴財(婚資)ノ多額ナル-女ノ栄誉｣なのであり,男側にと

っては婚資の交渉が｢婚姻ノ成ルカ成ラサルカノ開門｣なのである｡なお,首長に近い
男性と平民女性のような組合せの場合は,かりに婚姻が成り立つにしても,このパルル

は行われない｡

ヰ 結婚式

結婚式の中心になるのは,男側から女側への丁重な婚資の搬入,村落内外から訪れた

親族や来客をもてなす祝宴,そして民族衣装に身を包んだ多数の男女による円舞などの

場面である[写真1]｡それらの1?1つが,新夫婦の誕生を祝賀するという意味だけで

はなく,花婿側･花嫁側それぞれの威信を示すイヴェント(催物)として強い意味づけ

を与えられていることは言うまでもあるまい｡もちろん結婚式の規模や華麗さは地位の

高低によって大きく異なる占 また,首長やその近親者が婚資の公開場面にどれほど執着

するかは,平民とはとても比較にならない｡しかし,そうした違いがあるにしても,ル

カイの結婚式が当事者の自尊心･虚栄心を十分に満足させる機会でなければならないこ

とは,首長･平民を問わず,すべての場合に共通している(lD.

この祝宴や踊りなどに加えて,過去の結婚式には,花婿側と花嫁側との何か緊張した

ような遣取りを演出するための,いくつかの儀礼的な場面が見られた｡その1つは,花

婿が親族や友人の男性と一団を組んで女性の家へ向かうときに,花嫁の方が事前にその
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写真1 結婚式の円舞(1986年,霧台郷ライブアンにて筆者撮影)

場から逃げ,知人の家や山中の耕作小屋などに隠れる,というものである｡花婿側は花

嫁を捜し出して奪い去るような姿勢を示し,花嫁を守ろうとする母親など女性親族たち

とめ間でしばしば激しい操み合いや掴み合いを演じる･.もう1っは,花婿の友人男性が

花嫁を背負って男側へ連れ去る,′ という場面である｡花嫁はその背中で抵抗したり泣い

たりしながら/花婿側の宴席-と-運ばれて行く｡その他にも花婿側と花嫁側との｢綱引

き｣を演出するような儀礼行為には何種類かのものが知られており,従来の研究でもそ

れらの場面がさまざまに描かれてきた[小島･小林1920,佐山1920,林1965,謝1967,

石1976]｡本稿の冒頭で,戦前に日本人行政官がルカイの｢掠奪婚(marriage by capture) ｣

を禁止したという事実を述べたが,それはこの種の婚姻儀礼を目の当たりにした彼らの

誤解だったと思われる｡

また,花婿と花嫁との最初の同会にも似たような演出の施されていたことが,いくつ

かの文献資料から知られる｡花嫁が腰を覆う着衣を縫いつける,あるいは帯で縛りつけ

るなどして拒絶の態度を示し, ′花婿がそれを歯や小刀や切り裂く, ､などという記述がそ
れであるo場合によぅては花嫁を守るために,親族の女性が何日聞かその梼で添寝まで

したとされている[佐山1920, ∵林1965,謝1967など].

このような儀礼行為にも,おそらく財物の譲渡をめぐる双方の駆引きという一面があ

ったことであろう｡それは,古い調査報告の中に,例えば｢新郎ヨリ女伴二少許ノ財物

ヲ与-テ之ヲ去ラシメ後合歓スルコトヲ得｣ [小島･小林1920: 70,ダデルの例]とv､一つ

た記載が散見されることからも窺える｡また,あるブダイの男性は,夫婦同会の後に大

の性的･身体的欠陥が判明した場合は,妻側にはその補償として何か婚資以外の物品を

要求する権利が生じると言う｡事の真偽はとにかくとして,′ 先述の言葉を使えばルカイ

の婚姻は｢まるで喧嘩のよう｣-なのであり,男側と女側との応酬は,たんに婚資をめぐ

る交渉段階だけでなく,結婚式やその後の夫婦生活に至るまで,さまざまな場面に持ち

込まれているものと考えられる｡

5 結婚後の夫婦舶係

結婚した男女が妻方に居住する期間に,まだ安定しない夫婦関係を象徴するような儀
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礼慣行が1つあるoそれはキアトルプンkia-tolubungと呼ばれ,妻が意図的に家を脱け出

して何日聞か夫の前から身を隠す,というものである.一種の儀礼的離婚と言ってもよ

いであろう｡この一時的逃亡を巧みに行うことは,妻にとっては大いに名誉とされるの

である｡もっともルカイ社食には,夫婦が生活の場を夫方に移した後になっても,妻の

方が些細な口争いなどから実の両親の所へ逃げ出し,夫が何か物品を渡さないうちは婚

家に帰らない,といった類の操め事は多い｡日本時代の文献にも, ｢妻怒り去テ実家二帰

り夫-女家二自己ノ過ヲ俺ヒ頗財ヲ為シテ妻ヲ取返シタル話アリ｣[小島･小林1920 : 101]
という記述がみえる｡それらの事実を考えれば,不安定な夫婦関係はたんに結婚後の過

渡期だけではなく,その後も長く続いていくと見るべきであろう｡

書方での生活が1, 2年過ぎた頃,夫婦は合意の上で大方に引き移る｡これがキアマ

ラkia-mala(kiaは受身, malaは連れて行くの意)と呼ばれる慣行である.ふつう妻は引

き移りの時期を何とか遅らせようとして,天から繰り返し説得を受ける｡そこでは両者

それぞれの思惑も絡んで,互いに口実をつけ合って盛んに駆引きが行われる｡しかし,

どれだけ意見が対立しても,結局は妻が折れて大方へ引き移るほかはない｡結婚当初の

妻方居住はあくまでも夫婦関係の第1段階でしかないからである｡

妻の持参財(dowry)はパシアロウイPasia-lowit言い,夫婦が妻方･夫方のどちらに

居住しているときでも,第1子が生まれた時点で初めて妻方から大方へ持って行く｡最

初の子供が無事に誕生するまでは,夫婦関係はあまりにも不安定で,いつ婚姻が解消さ

れても不思議ではない,と見られているのである｡持参財の品目は当然にも妻の地位･

格式によって異なるが,一般には首飾り,食券,農具,衣類,幼児用の物品などが多い.

そして,もう1つ絶対に忘れてはならないのが菜種子である.これはパシアウアップpasia

-uapと称され この持参した菜種子と夫方の粟種子を混ぜ合わせることが,夫婦一体化

の最終的な確認となる｡ ｢入婚者-粟芋等ノ種物ヲ持参スルヲ普通トス｡持参シタル種子

-之ヲ婚家ノ種子二混シテ播植ス｣ [小島･小林1920 : 105]と古い記録にもある通りで
ある.菜種子(uap)が家族の後継者を隠喰的に表すことは先にも述べたが,それはまた

第1子の誕生による安定した夫婦関係の確立と,世代を越えた家系の存続を象徴してい

ると言ってよいであろう(1カ｡

¢ 離婚･再婚

離婚の件数は少なくない｡ 1933年(昭和8年)の続計で,ルカイ･パイワンの離婚率は

配偶関係1,000について26.5｡台湾先住民族の中では最高値である[台湾総督府理蕃課(宿)

1938]｡離婚の原因としては,夫婦に子供ができないこと,両者の不和,そして夫または

妻による塘外異性交渉(いわゆる姦通adultery)などが挙げられる｡

婚外交渉(バグラPadala)は珍しくないと言われる｡配偶者-の重大な裏切り行為では

あるが,それに対する罰則にとくに決まったものはなく,両人を引き離し,それぞれの

両親･親族や首長,有力者たちが集まって処分を協議する｡処分は多少とも女性の方に

厳しいという程度で,性別によって際立った寛容･不寛容の違いはない｡男性側がつね

に一方的に慮償を求められるわけでもない.また,夫または妻の婚外交渉が原因で離楯
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するかどうかも,夫婦間の地位関係,婚姻が結ばれた事情などを含めて,個々の条件次

第で判断が異なってくる｡

離婚に際して夫婦の財産をどう処置するのかは,離婚をどちらの方が請求したか,そ

の療田,子供の有無などの点を考慮して,双方で交渉する｡もし夫の楯外関係が原因で

はなく,夫婦に子供がいなければ,夫側は妻側に対して婚資の返還を要求することがで

きる｡ただし,妻側はパルルのときに指定した特定の物品(例えば首飾りなど)だけは

返却しなくてもよいoこれはサキライサンsakiraisanといって, ｢処女を失った分に相当

する財｣の意味であると言う｡夫の婚外交渉が離婚の原因であれば,鰭資の返還は求め

ないことが多い｡妻が原因のときには,婚資に加えて鵜償品が必要になる｡また,夫婦

に子僕が1人でもいると,一般に婚資は返却されない｡嫁入婚の場合に,子供は原則と

して夫が引き取るからである.妻の持参財も大部分は子供のために残し,離婚した女性

はふつう自分の衣類など,僅かな身b)回りの物を持って出て行く.

配偶者と死別した男女や離婚した男女の再婚は,別に恥ずかしいこととは考えられて

いない｡実際,この社会では,既婚者に占める再婚夫婦の比率はかなり高いようである

[謝1967 : 227]｡夫または妻を亡くした者は,約1年の期間を過ぎれば次の結婚生活に入

ってよい｡離婚した者についても事情は同様であり,中には元の配偶者と複線するとい
う例もある.全体に再婚の場合は,譲渡される婚資が僅かで,結婚式も形だけのもので

済ませることが多い｡また,親の再婚によって異母兄弟がいるとき,誰を後継者にする

のかは微妙な点である[山路1990 : 401]｡首長など地位が高い者の子供であれば,それ

は兄弟それぞれの母の地位に左右されてこよう｡それ以外の場合は,例えば初婚で生ま

れた男子を優先するのかどうか,必ずしも明確な説明は聞かれない｡

Ⅵ 緒論一階局秩序の変貌とともに-

これまで本稿では,できるだけ過去の状態に重点をおいてルカイの婚姻慣行を記述し

てきた.当面の目的が,この社食に見られる婚姻の諸特徴を一貫した体系として描き出

すことにあったからである.しかし,もちろん婚姻の形式が時代を越えて無変化であり

続けるはずはない｡そこで以上の記述を補足する意味から,最後に,婚姻の慣行をルカ

イ社食における階層的秩序の変貌という今日の趨勢と結びつけて,簡単に考察しておき

たい｡

20世紀初めに日本人による山地支配が確立して以来,ルカイの各村落で,首長たちの

威光!ま衰弱の一途をたどってきたo平民からの責租徴収を禁止され,政治の実権を大幅

に制限されて,その権勢は次第に名目だけのものへと変質していった.それがより顕著

になったのは第2次大戦後のことである.地方自治制の導入,学校教育の普及,乎地で

の雇用機会の増大,情報･交通手段の整備など,外部世界との交流によって引き起こさ

れた生活環境の変化は,たんに古くから続く首長たちの権威を失墜させただけではなく,

この社食のハイアラーキカルな地位秩序そのものを急速に掘り崩していった｡旧来の因

習を嫌って平地へ転出する著者が増えた｡経済的に成功したり高い教育を受けた平民た
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ちは,だんだんと首長の指示や命令を素直に受け入れなくなった.首長が生活に困窮し

て土地を平民に売却すると,それを皮肉まじりに吹聴する著さえ出てきた｡

そのような趨勢の中で,ルカイ社食の階層的秩序を守る最後の保塁となったのは,お

そらく婚姻であったと思われる[笠原1988 : 84]｡首長は首長に,平民は平民にそれぞれ
配偶者を求めるという同位婚への選好は,その内実はどうであれ,たしかにハイアラー

キカルな地位体系の骨格を支える方向に作用する.現在でも首長たちは,無理をしてま

で自分の子供に他村落から同格の配偶者を迎えようとするのであり,また平民の方でも,

生まれた村落で暮らしていく以上,旧来の地位秩序を全く無視した縁組を結ぶことは望

まない｡つまり,個々人に相応しい配偶者を選ぶという原則が辛うじてハイアラーキカ

ルな地位体系の最終的な崩壊を防いでいるのであり,別の見方をすれば,日々の生活に

おいて階層的秩序の存在感が希薄化した分だけ,配偶者の選択に人々の関心が集中する

ようになった,とも言えよう｡しかし,そのことは決･して旧来の慣行が今でも忠実に墨

守されている,という意味ではない｡例えば, 20年あまり前,あるブダイの平民男性が

他村落の有力首長の娘と結婚して,大きな話題になったことがある｡彼は大学を卒業し,

後にルカイの政治指導者になったほどの人物であったため,それを逸脱した婚姻と非難

する声はほとんどなかったと言う｡一般には,その男性の学歴と社会的成功が2人の地

位差を補ったと説明されているのである｡したがって,この事例には,多少とも例外的

な処置という色合いが認められるo平民男性と首長の近親女性との結婚が無条件に容認

され始めた,というわけではないのである｡

配偶者選択以外の婚梱慣行については,消滅したものもあれば,形を変えつつ存続し

ているものもある｡例えば,結婚式当日におけるいくつかの儀礼的演出が早い時期にな

くなったことは先述した｡逆に戦後になって新たに付け加わったものもある｡例えば,

キリスト教教会での礼拝などがそれである｡また,結婚当初の妻方居住も今では行われ

ていない｡新夫婦は挙式の日から同居し,若い世代の多くは過去にそのような慣行があ

ったという事実さえ知らない｡婚資に関しては,首長やその近親者が相変わらず壷やト

ンボ玉の譲渡に固執しているのに対して,その他の婚姻では一般に現金が好まれる｡た

だし,婚資をめぐって男側･女側が激しく応酬する場面は,現在でもあまり変わってい

ない｡首長が婚資搬入の場面にますます自分の威信をかけるようになったため,財物の

内容は昔よりむしろ派手さを加えてきてさえいる｡同様に,結婚式の祝宴にも,一部に

豪華さを競い合う傾向が出てきたようである｡

婚姻と-イアラーキかレな地位体系との結びつきに関して,あと2つ,相反するよう

な動きを指摘しておきたい.その1つは,近年になづてタアギアギと呼ばれている人々,

あるいは首長からの系譜を引くと称する平民の中に,タリアテライ(首長)を名乗る者

が目立ってきた,という点である｡ ｢自称首長の過剰化｣ ｢首長のインフレーション｣と

でも呼べる現象であろう｡そのような動きが出てきたのはほかでもない｡首長たちが没

落していく趨勢を呪んで,地位上昇を企てる一部の人々が新しい状況に合わせた戦略を

練り始めたのである｡そして,現在その日的を達成するのにおそらく唯一の手段となる
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のが婚姻,すなわち配偶者の選択であることは間違いあるまい｡数年前に蒋[1983
: 34

-37]はパイワン･ラヴァル系村落の研究で,そうした上昇戦略の実例を細部にわたって
見事に分析した｡同様に,ルカイ社会の一部にも,婚姻と系藩の振作によって首長に等

しい威信を獲得しようとする者が出てきたのであり,ときにはその種の動きが人々の間

にさまざまな憶測や羨望,不和を呼び起こして,この社会の地位秩序に複雑な波紋を投

げかけているのである｡

もう1つは,漠族や他の先住民族と通婚する倒,平地の都市部などルカイ居住地の外

で育った者同士の結婚する例が増加している,という点である｡漠族との婚梱は第2次

夫戦後,平地での生活に憧れる女性たちから始まったと言われるが,今日ではとくに珍

しくもないほど件数が多くなっている｡しかし,その場合には,当事者相互の地位関係

が問われることは全くなく,道に言えば,そうした婚梱はルカイ社食の階層的秩序に抵

触することもない｡それに対して,都合育ちのルカイ同士が結婚するときには,見逃す

ことのできない重要な問題が出てくる｡若い男女は自分たちの地位についてほとんどが

無知,というより無関心であり,年輩者の世代から見れば相応しくない組合せの婚姻が,

当事者の自覚がないまま現に結ばれてしまうのである｡両親や親族は,新夫婦が再び故

郷の村落に戻っては釆ないことをよく知っているので,そうした結婚にあえて反対しよ

うとはしない｡当人たちはルカイ同士の結婚であることは承知していても,それ以上,

地位の上下といった古来の慣習について深く考えようとはしない｡ある古老の言葉を借

りれば, ｢結婚が変わったのではなく,結婚の意味がわからなくなった｣のである｡ルカ

イ居住地からの転出,都市への定着という押し止められない人口移動の現状を考えれば,

今後そのような婚梱は確実に増えていくであろう｡

ルカイ民族の婚姻慣行について,本稿で十分に述べられなかった事柄は多い｡中でも

隣接するパイワン民族の慣行との比較には,ほとんど具体的に言及することができなか

った｡雨着の共通点と相違点をどのように整理して考察するかという問題は,婚姻とい
うテーマを越えて,ルカイ研究の最も厄介な部分に関係してこよう｡改めて別の機会に

論じてみたいと思う｡
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旺

(1)ルカイとパイワン相互の文化的･社会的関係については,少数者であるルカイの方が今ま
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で徐々に｢パイワン化｣してきた,という見方をする研究者が多い｡それに対して,物質文

化の特徴などから｢ルカイ文化複合(RukaiCultureComplex)｣を想定し,それをより原型

とみなす7ェレル[Ferrell1969 : 48]の見解は注目に催しよう｡
(2)パイワンの長子継泉とルカイの長男継泉という差異を,両集団を区分する民族的標徴(ethnic

marker)として強調する口述者も多い｡しかし,今までに収集されたルカイの系藩[移川･
宮本･馬淵1935など]を検討してみると,その中に,長男あるいは男子によ.る継泉ではない
事例がかなり見受けられるのも事実である｡

(3)許[1986: 180]は,このh2一曙i一喝iに対して,とくに最高位の首長個人を弁別的に示す

yatavananという語を記しているが,筆者の調査では確認できなかった.
(4)ルカイ社会にはリネ-ジやラメ-ジのような共体的出自集団(corporatedescentgroup)

に相当する社食単位は見当たらない｡したがって,ここでは出自集団が諸個人の階層帰属に

明確な枠付けを与えることはない｡

(5)男性首長と女性平民との｢婚姻｣については今までにもいくつか報告があり[小島･小林

1920:40,佐山1920: 121,増田1942:106など],また現に人々の記憶にある実例も少なくな
いが,ほとんどの場合,そうした関係は短期間で破局を迎え,首長は後になって地位相応の
女性を妻にした,と伝えられている｡この種の結合を,継起婚(successivemarriage)とみ

るか,一種の蓄妾制(concubinage)とみるかは微妙な所であろう｡また,日本時代に編纂さ

れた『高砂族調査割[台湾総督府理事課(宿) 1938 : 224]には,ブダイ首長の長男が平民
女性と結婚したため首長継皐権を認められず,新村を創設してそこに移住した,という興味

深い記録もみえる｡それらの諸事実は,ルカイおよぴパイワン社食における｢厳格な1夫1

妻(単婚)制｣ [増田1942 : 33, Lebar1975 : 131]の原則と,地位関係の認定とが密接に関連
していることを示している｡

(6)配偶者間の地位差についての関心は,婚姻慣行にとどまらず,生まれた子供の認知や命名

など,出産の慣行にまで及ぶ｡その点は別稿[笠原1990, 1992]で詳しく論じた通りである｡
(7)ルカイ社会の地位体系と威信,あるいは社会的名誉との相関性を分析するには,諸個人の

社会的位置づけに見られる生得的(ascribed)な側面だけではなく,その獲得的(achieved)

な契機にも日を向ける必要がある｡この社食では,地位体系と威信の体系とは必ずしも同形

(isomorphic)ではない｡というより地位･威信の項点に立つ首長を要(かなめ)にして開い

た2つの扇が,離れつつ重なり合う,という構図で考えるのが適当であろう｡威信体系の中

心にあるのは装飾権(ないし｢表彰権｣)の問題であるが,それについてはすでに計[1986]

の優れた研究が発表されている｡

(8)かつて衝[1963]はルカイの婚姻体系を3つの｢階級(class)｣と同級婚,昇級婚,降級婚

の3形式を組合せた明快な機械論的図式で説明し,その後,謝[1966, 1967]がそれを詳細
な実証資料で裏付けた研究を発表している｡すでに明かな通り,本稿はそのような整然とし

た図式には還元できない諸事実に焦点を合わせることで,ルカイの婚姻に関する,より動態

的な理解を日精す試みと考えていただいてよい｡

(9)塘資を女性の生殖能力への対価とみるべきかどうかについても,容易に判断は下せない｡

シアララク砂-a-lalakと呼ばれる新生児認知の慣行[笠原1990,1992]をはじめとして,まだ
十分に説明し尽くせない問題が多いのである｡

(10)この｢家名｣は,姓というより,むしろ屋敷名と考える方がよい.詳しくは,山路1990を

参照｡

(ll)パイワンには,首長の結婚式にブランコ(パイワン語でティウマtiuma)を行う慣習がある.

そのためパイワンとルカイとの間で婚姻が結ばれると,男女の組合せにかかわりなく,結婚

式にこのプランコが催物の1つとして加わる｡

(12)菜種子は2男以下の非後継者が結婚して別所帯を構えるときにも必ず分与されるが,場合

によっては,それにサトイモの種子芋(ドリdoli)の加わることもあるoルカイの農耕で,ア
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ヮの他にサトイモが主作物であることを考えると,興味深い点である｡
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山路勝彦1991 ｢面子と-イラーキー一台湾ルカイ族の首長制-｣ 『関西学院大学社会学部紀
要』 63号, 201-242頁.

(執筆者不詳) 1934 ｢パイワン族の結婚改善｣ 『理事の友』-第3年8月号, 7頁.

追 紀

筆者は上に述べた英文論文〔笠原n.d.〕を1992年11月に書き上げて台北へ送付し,それから

数ヶ月して, 1993年4月に,大幅に加筆･修正した日文の本稿をここに投稿した｡もし両者の

刊行年月がこの執筆順序の通りにならなかった場合でも,オリジナルの原稿は,あくまでも前

者(英文稿)の方であることを明記しておきか-0


